
登録コード 開講年度

担当教員授業題目

英文授業名 副担当

単位数 講義期間 曜日・時限 対象学生

講義室 授業形態 備考

信大コンピテンシー

FSJ36500 2026

インターンシップ実習 堀江　智明

Internship Training 根岸　淳

2 通年(集中) 集中･不定期

　 実習

非該当

(1)授業の達成目標 【ディプロマ･ポリシー】 ⇔ 【授業の達成目標】
26FSｶﾘ･繊維学

【専攻】専門分野において企画･管理等を行えるマネジメント能 インターンシップ先の業務やプロジェクトに関わりながら、課
力 題を発見し、具体的な企画や改善案を立案できる能力を身につ

ける。
⇔

(2)授業の概要 各自で受け入れ企業等の探索と調整および申請作業を行って，受け入れ先の業務に3ー4週間従事し、実
習・研修的な就業体験を行う．なお，受け入れ先とのやりとりや，申請において必要な提出書類等の作
成作業も実習に含まれる．また，実習においては，全員「学生教育研究災害傷害保険」および「学生教
育研究賠償責任保険」の双方への加入を原則とする．実習開始前に実施申請書を提出して承認を受ける
とともに，実習終了後，実施レポートならびに受け入れ企業等からの報告書を提出すること．

(3)授業計画 各自の計画による．

(4)成績評価の方
法

実習前の実施申請書，実習終了後に提出する実施レポート（場合により実習内容をヒアリングする）と
企業等から提出いただく報告書とを合わせ，
「実施申請書の記述について必要な項目が網羅されている」
「実施レポートについて、インターンシップの目的、計画、実施状況、およびその自己評価と改善点が
適切に記述されている」
「受け入れ企業等の評価」
などの達成目標の水準から総合的に評価する．

(5)成績評価の基
準

(6)事前事後学習
の内容

(7)履修上の注意 履修希望者は、事前に必ず学務委員（大学院担当）に相談すること．

(8)質問,相談への
対応

随時応じる．履修希望者は事前および事後に必ず学務委員（大学院担当）に相談すること．
学務委員（大学院担当）白井：kshirai@shinshu-u.ac.jp

(9)授業の形式 （1）授業の概要　に記載の通り．

(10)学生へのメッ
セージ

社会人としての自覚をもって臨んでください．

【教科書】 特になし

【参考書】 特になし


